
■ これ、知っちょった？

　～新体制を紹介します !! ～

■ 委員会審査報告                 

■ 表決結果一覧  

■ 一般質問

■ 政務活動費実績報告 

■ 議場見学・議会傍聴

■ 市民の声

■ 語り継ぐ小林の歴史

■ 前田 隆博 議員のイチオシ！！
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「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。
また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。

令和７年８月１日発行
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円宮賜杯 全日本学童軟式野球大会 マクドナルド・トーナメント宮崎地区予選』　
～白球のおもひで～　小林太陽クラブスポーツ少年団
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　市民厚生委員会では、新体制におけるテーマを「環境問題」
と定め、幅広い視点から調査・研究を進めていきます。
　現地視察や関係機関・団体との意見交換、先進事例の調査
などを重ね、2 年間かけて具体的な政策提言につなげる方針
です。
　福祉、子育て、ごみ処理など、市民生活や環境と深く関わ
る多様な課題に対し、委員会全体で総合的に向き合いながら、
誰もが安心して暮らせる「健幸のまちづくり」の実現をめざ
して取り組んでまいります。

市民厚生委員会（定数６人）

能勢 誠
委員長

堀 研二郎
副委員長

大迫 みどり
委員

鎌田 豊数
委員

小川 真
委員

原 勝信
委員

経済産業委員会（定数６人）

野田 利典
委員

金松 勲
委員

竹内 龍一郎
委員長

橋本 律子
副委員長

貴嶋 憲太郎
委員

押領司 剛
委員

吉藤 洋子
委員

髙野 良文
委員長

松嶺 勇一
副委員長

前田 隆博
委員

永野 雅己
委員

有木 将吾
委員

　物価高騰の影響による市民生活への負担はもとより、各産
業においても厳しい経営状況に置かれています。また、少子
高齢化と人口減少の進行による労働力不足といった問題が浮
き彫りになってきています。
　こうした状況の中、経済産業委員会としては市内の各産業
の発展を支えることを念頭に置き、持続可能な地域経済と豊
かな市民生活のため、新しい委員会メンバーと一丸となり、
市政発展のために取り組んでまいります。

　主な所管は、財政や危機管理の総務部門、健幸のまちづく

りや地方創生の総合政策部門、学校や文化・スポーツの教育

部門で、議案の審査や委員間討議を重ね、政策立案・政策提

言に取り組みます。

　本年度の重点テーマを２つ掲げました。１つ目は、少子化

に伴い児童・生徒数が減少し、また、校舎等が老朽化してい

るため、学校の在り方について。２つ目は、区・組加入を促

進させ、地域コミュニティの維持を図ることについてです。

総務文教委員会（定数６人）

広報広聴委員会（定数８人）
　広報広聴委員会は、議会の活動や議員の取組を分かりやす
く皆様にお伝えし、議会と市民の橋渡しを担う委員会です。
　新たな体制のもと、より親しみやすく、関心を持っていた
だける広報を目指してまいります。議会だよりやホームペー
ジ、意見交換会などを通じて、皆様の声を市政に届ける工夫
も進めてまいります。
　小林市議会公式 YouTube チャンネルの登録もよろしくお
願いします！！堀 研二郎

委員長
小川 真

副委員長
貴嶋 憲太郎

委員
原 勝信

委員

橋本 律子
委員

前田 隆博
委員

野田 利典
委員

永野 雅己
委員

　　　　　　　　　令和 7 年５月に新たな議会体制がスタートしました。

 今回の「これ、知っちょった？」は、「議会構成」を特集します。　

議 長 ・ 副 議 長 ・ 議 会 選 出 監 査 委 員

常 任 委 員 会

議長 副議長
舞田 重治 押領司 剛

新
体
制
を

紹
介
し   
ま      

す

！
議会選出監査委員

　議会運営委員会は、各会派から選出された委員で構成され、
議会を円滑に運営するため、会期や会議の進行、議案の取り
扱いなどについて協議・意見調整します。
　議会は議論する場であり、納得いくまで議論を尽くす民主
的な運営に努めていきたいと思っています。意見の相違を大
事に、話し合いを重視した議会運営に臨みます。
　議会改革も他自治体に学び積極的に取り入れつつ、議会と
して守るべきところは慎重に検討していこうと思います。

大迫 みどり
委員長

吉藤 洋子
委員

永野 雅己
副委員長

松嶺 勇一
委員

能勢 誠
委員

野田 利典
委員

議会運営委員会（定数７人）

議 会 運 営 委 員 会
小川 真

委員

  こ
れ

、知っちょっ
た

？

貴嶋 憲太郎



《
議
案
概
要
》

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
慈じ
け
い
え
ん

敬
園
の
空
調
・

照
明
設
備
等
の
更
新
に
伴
う
、
工
事
監
理

委
託
料
を
計
上
す
る
も
の
。

《
議
案
概
要
》

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
用
を

増
額
補
正
す
る
も
の
。

《
議
案
概
要
》

　

南
西
四
区
及
び
南
堤
区
常
会
長
会
に

屋
外
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
訓
練
等
に
必
要
な

テ
ー
ブ
ル
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
等
の
購
入
費
用
を
補
助
す
る

も
の
。　
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～委員会審査報告～

　６月定例会では、議案８件を委員会に付託し審査しました。
■一般会計２件、特別会計１件、病院事業会計１件　■条例改正　４件

はなみずき№ 735

◆
自
治
会
の
備
品
購
入
補
助

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
追
加
発
行

（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
額　

４
４
８
万
円
）

◆
地
球
に
優
し
い
介
護
施
設

◆
放
課
後
、
笑
顔
咲
く
場
所
へ

◆
国
勢
調
査
員
等
の
報
酬
額
改
定

総務文教委員会・分科会

経済産業委員会・分科会

市民厚生委員会・分科会

《
議
案
概
要
》

　

５
年
毎
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
の

調
査
員
及
び
指
導
員
の
報
酬
額
を
増
額
。

《
議
案
概
要
》
事

　

通
学
路
の
安
全
確
保
と
、
孝
ノ
子
２
地

区
の
工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
。

《
議
案
概
要
》
事

　

９
月
上
旬
か
ら
12
月
末
ま
で
利
用
で
き

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
追
加
発
行

し
、
物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
支

援
を
目
的
に
６
５
０
０
円
分
の
商
品
券
を

５
０
０
０
円
で
販
売
す
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
購
入
で
き
な
か
っ
た
市
民

が
購
入
で
き
る
よ
う
努
め
、
加
盟
店
に
十

分
な
説
明
を
行
い
、
事
業
を
進
め
ら
れ
た

い
。

令和 7 年第 3 回臨時会   表決結果一覧

報告案件
報告５

専決処分の承認を求めること
市税条例の一部改正

承認

報告６

専決処分した事件の報告
市内店舗の駐車場において市有車両が一般車両に接
触して発生した物損事故について、損害賠償の額を
定めたもの

報告に対する
質疑をもって終了

人事案件
議案 39

監査委員の選任
・押領司 剛（おうりょうじ つよし）議員

同意

議案番号 議案名

◆全会一致の議案◆

意

表決結果

( 令和 7 年５月１日～５月 2 日 )

　

原は
ら 

勝か
つ
の
ぶ信 
議
員
が
全
国
市
議

会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
６

月
定
例
会
に
お
い
て
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
に

わ
た
り
市
政
の
発
展
に
尽
く
し

た
功こ
う
せ
き績
に
よ
る
も
の
で
す
。

永
年
勤
続
の

　

表
彰
伝で

ん
た
つ達

が
あ
り
ま
し
た

議長室にて記念写真
左：舞田議長　右：原議員

議場にて
表彰伝達を受ける様子

令和 7 年第 4 回定例会   表決結果一覧 ( 令和 7 年 6 月 6 日～ 6 月 25 日 )
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R7 補正予算
議案 48

【6 月 25 日追加議案】
一般会計補正予算（第３号）

○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

条例関係
議案 49

【6 月 25 日追加議案】
常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部
改正
市職員による不祥事に対し管理監督責任を明ら
かにするため、市長及び副市長の 7 月分の給料
を減額するもの

○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため

◆表決の分かれた議案◆

R7 補正予算
議案 40

一般会計補正予算（第 1 号）
原案
可決

議案 41 国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）
原案
可決

議案 42 病院事業会計補正予算（第 1 号）
原案
可決

議案 46
【6 月 16 日追加議案】
一般会計補正予算（第 2 号）

原案
可決

議案番号 議案名

◆全会一致の議案◆

表決
結果

条例関係
議案 43

国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険税の基礎課税額及び後期高齢者支
援金等課税額に係る課税限度額を引き上げると
ともに、低所得者に係る軽減判定所得の見直し
を行うもの

原案
可決

議案 44

使用料の徴収に関する条例の一部改正
ＴＥＮＡＭＵビル公共スペース内に設置する豊
かな学び支援室の学習室の独占利用について使
用料の額を定めるもの

原案
可決

議案 45

重度障がい者の医療費助成に関する条例の一部
改正
重度障がい者医療費助成金の助成対象者に精神
障がい者を加えるもの

原案
可決

議案 47

【6 月 16 日追加議案】
非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償条例の
一部改正 
選挙長等の報酬の額を改定するもの

原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

◎議案の内容
はこちら▲

臨時会
提出議案

5 月臨時会の
録画配信ページ

はこちら▲

◎議案の内容
はこちら▶

６月定例会の
録画配信ページ

はこちら▶

6 月定例会
提出議案

（
国
勢
調
査
費　
　

予
算
額　

５
３
１
万
円
）

　
　

備
品
の
購
入
先
の
要
件
は
。

　
　

制
約
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
地
元

企
業
か
ら
購
入
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い

る
。

問答
　
　

調
査
員
・
指
導
員
の
業
務
内
容
は
。

　
　

調
査
員
は
、
担
当
地
区
の
世
帯
に
調

査
票
を
配
付
・
回
収
し
、
記
載
内
容
の
検

査
を
行
う
。
指
導
員
は
、
調
査
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
調
査
票
を
検
査
し
、
ま
た
、
調

査
員
に
対
す
る
指
導
・
支
援
を
行
う
。

問答
　
　

国
勢
調
査
の
周
知
・
啓
発
に
努
め
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
わ
れ
た
い
。

意

　
　

工
事
期
間
中
の
入
所
者
へ
の
影
響

は
。

　
　

入
所
者
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る

よ
う
協
議
し
て
い
る
。
給
湯
設
備
の
入
替

え
に
お
い
て
、
一
定
期
間
、
外
部
の
入
浴

施
設
等
を
利
用
す
る
こ
と
も
検
討
中
。

問答
　
　

Eエ
ス

コ

S
C
O
事
業
は
、
施
設
管
理
の
効

率
化
や
財
源
確
保
等
に
つ
な
が
る
。
他
の

公
共
施
設
へ
の
応
用
も
視
野
に
入
れ
、
十

分
な
事
業
の
効
果
検
証
に
努
め
ら
れ
た

い
。

意 （
老
人
ホ
ー
ム
等
事
業
費
（
臨
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
額　

７
５
５
万
円
）

　
　

各
ク
ラ
ブ
の
実
情
や
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
早
急
な
対
応
に
努
め
ら
れ

た
い
。

意
　
　

現
在
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
数
は
。

　
　

定
員
５
９
１
名
に
対
し
、
約
50
名
の

待
機
児
童
が
い
る
。

問答 （
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
額　

６
８
３
万
円
）

（
自
治
会
活
動
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
額　

５
０
０
万
円
）

（
自
然
災
害
防
止
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
額　

１
５
５
０
万
円
）

　
　

該
当
箇
所
の
把
握
に
努
め
、
事
業

の
推
進
を
図
り
、
隣
接
す
る
住
民
の
生
命

及
び
財
産
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　

事
業
の
採
択
要
件
は
。

　
　

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
お
い

て
、
住
民
か
ら
の
要
望
に
よ
り
傾
斜
度
、

高
さ
及
び
人
家
戸
数
な
ど
の
条
件
が
該
当

し
た
箇
所
を
市
ま
た
は
県
の
事
業
で
取
り

組
む
。

問答（
地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
額　

３
９
３
４
万
円
）

意 ◆
住
民
の
生
命
・
財
産
を
確
保



　
　

空
き
家
の
状
況
は
。

　
　

令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
に
よ
る
市
の
空
き
家
は

４
１
９
０
戸
で
、そ
の
う
ち
賃
貸
・

売
却
可
能
な
も
の
等
が
９
２
０

戸
、
そ
の
他
が
３
２
７
０
戸
で
あ

る
。

　
　

高
校
生
議
会
で
も
空
き
家
を

学
習
ス
ペ
ー
ス
に
活
用
で
き
な
い

か
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
空
き

家
の
利
活
用
に
よ
る
若
者
の
学
習

支
援
や
地
域
の
活
性
化
の
可
能
性

は
。

　
　

空
き
家
対
策
と
し
て
有
効
と

認
識
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
既
に
整

備
さ
れ
た
市
の
施
設
が
あ
り
、
個

人
の
資
産
で
あ
る
空
き
家
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
意
向

や
修
繕
費
、
安
全
性
、
運
営
体
制

な
ど
課
題
が
多
く
、
公
費
で
の
改

修
は
難
し
い
た
め
、
現
時
点
で
新

た
な
仕
組
み
づ
く
り
は
検
討
し
て

い
な
い
。

　
　

　
　

視
野
の
拡
大
や
進
学
後
の
環

境
適
応
能
力
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
、
中
学
生
の
交
流
機
会
を
創
出

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

令
和
７
年
度
か
ら
こ
す
も
す

科
の
「
未
来
予
想
図
」
と
い
う
授

業
で
、
中
学
3
年
生
同
士
の
意
見

交
換
の
取
組
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
て
の
小
・
中
学
校
を
訪

問
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
交

流
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
畜
産
等
支
援
の
実
効
性
向
上
と

受
精
卵
移
植
推
進
協
議
会
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
な
な
つ

星
in
九
州
が
令
和
４
年
10
月
20
日

に
吉
都
線
に
入
線
し
早
３
年
。
吉

都
線
や
本
市
へ
の
波
及
効
果
は
。

　
　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
お
も

て
な
し
弁
当
を
提
供
し
、
食
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
、
通
過
時

は
子
ど
も
達
が
旗
を
振
る
な
ど
、

お
も
て
な
し
す
る
姿
は
乗
客
に
感

動
を
与
え
た
。
南
小
学
校
で
は
吉

都
線
を
残
す
こ
と
や
、
な
な
つ
星

を
も
て
な
す
意
義
に
つ
い
て
授
業

が
行
わ
れ
、
吉
都
線
の
大
切
さ
を

考
え
る
機
運
が
高
め
ら
れ
た
。

　
　

な
な
つ
星
の
入
線
を
活
か
し

た
今
後
の
観
光
列
車
事
業
の
企
画

や
展
開
は
。

　
　

本
市
の
観◇
豆
辞
典光
D
M
O
が
受
入

れ
に
深
く
関
わ
り
、
各
観
光
地
を

巡
る
ツ
ア
ー
で
観
光
ガ
イ
ド
を
活

用
。人
材
育
成
も
図
ら
れ
て
き
た
。

西
諸
の
広
域
的
な
観
光
推
進
協
議

会
で
、
こ
れ
ま
で
培
つ
ち
か

っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
　

吉
都
線
は
３
億
円
以
上
の
赤

字
路
線
で
あ
る
。
利
用
者
の
８
割

以
上
を
占
め
る
高
校
生
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　
　

市
で
は
小
林
高
校
の
生
徒

が
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
研

究
し
た
吉
都
線
の
活
性
化
の
内
容

を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。
利
用

者
の
声
を
利
用
促
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

　
　

　
　

　
　

　
　

な
な
つ
星
の
ラ
ス
ト
ラ
ン

62025/ ６はなみずき

空き家利活用の可能性
問答

生
徒
間
の
交
流
機
会
創
出
支
援高校生による空き家活用調査報告

　
　

　
　

低
所
得
者
や
年
金
の
み
の
高

齢
者
世
帯
、
自
営
業
者
へ
の
市
独

自
の
対
策
は
。　
　

　
　

独
自
の
支
援
と
し
て
耕こ
う
し
ゅ種

農

家
及
び
畜
産
農
家
に
対
す
る
給
付

金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
、
学
校
給
食
費
の
増
額
分
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
国
の

交
付
金
の
追
加
決
定
を
受
け
、
効

果
的
な
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
指
示
し
た
。

　
　

時
期
は
い
つ
か
。

　
　

調
と
と
の

い
次
第
、
６
月
議
会
に
提

案
す
る
。

　
　

　
　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
が

ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在

の
が
ん
検
診
受
診
率
の
現
状
と
、

が
ん
罹り

か

ん患
者
の
要
因
の
分
析
は
。

　
　

市
が
実
施
し
て
い
る
が
ん
検

診
に
お
い
て
は
、
受
診
率
や
受
診

者
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、

対
象
者
自
体
が
減
少
し
て
い
る
。

要
因
分
析
は
、
遺
伝
子
変
異
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
、
喫
煙
や
過か

ど度
の
飲

酒
、
不
健
康
な
食
生
活
な
ど
多た

き岐

に
わ
た
る
。

　
　

広
島
県
尾お
の
み
ち道

市
は
、
す
い
臓

が
ん
早
期
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
尾
道
方
式
」
を
導
入
し
て
成
果

を
上
げ
て
い
る
。市
で
も
検
討
は
。

　
　

医
師
会
や
国
、
県
の
助
言
等

を
も
ら
い
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　
　

はなみずき№ 737

物価高騰対策を早期に

吉都線で地域魅力発信

物価高騰対策として商品券発行

ななつ星 in 九州の入線に感謝

　
問

問答

問

答

答

　
問 答

答
　
問

問答市
民
の
健
康
に
つ
い
て

問答 問答

問答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党

竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

吉
都
線
利
用
促
進

創
そうせい

生こばやし

永
な が の

野 雅
ま さ み

己 議員

創
そうせい

生こばやし

原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

観
光
D
M
O
と
は
、
地
域
の
多
様

な
関
係
者
を
巻
き
込
み
つ
つ
、
地

域
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地

域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
な
る
法

人
。
現
在
、
小
林
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
が
担
っ
て
い
る
。

答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

一 般 質 問
市民の声を市政へお届け

　議員が日ごろの議員活動を通して疑問に感じていることや改めたいこと、
実現すべきことについて質問・提案し、市長・部長等が答弁します。
　６月定例会では 11 人の議員が質問しました。
　※一般質問者の二次元バーコードから、録画配信を YouTube
( ユーチューブ）でご覧いただくことができます。



　
　

日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
８

年
か
ら
減
少
局
面
に
入
っ
た
。
地

方
創
生
政
策
の
成
果
は
上
が
ら

ず
、少
子
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、

東
京
一
極
集
中
も
悪
化
。
合
併
で

広
域
化
し
た
自
治
体
は
、
周
辺
部

の
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
加

速
し
て
い
る
。
人
口
減
に
お
い
て

も
生
活
の
質
が
低
下
せ
ず
、
幸
せ

に
生
き
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
は
。

　
　

地
域
力
が
低
下
し
な
い
よ

う
、
行
政
も
地
域
も
持
続
可
能
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。

　
　

　
　

　
　

子
ど
も
を
産
む
か
ど
う
か
を

決
め
る
自
由
を
保
障
し
、
希
望
す

る
人
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
市
の
責
任
。

経
済
的
理
由
は
大
き
い
と
思
う

が
。

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

ま
ず
は
国
で
議
論
さ
れ
る
べ

き
だ
と
思
う
。

　
　

こ
の
社
会
の
ど
こ
に
問
題
が

あ
る
か
、
検
証
な
し
に
手
立
て
は

打
て
な
い
。
補
助
金
を
出
す
よ
り

無む
し
ょ
う償
化
だ
と
思
う
。

　
　

　
　

地
方
創
生
政
策
の
根
幹
に
あ

る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
対
す
る

本
市
の
考
え
は
。

　
　

次
の
立
地
適
正
化
計
画
で

は
、
中
心
市
街
地
に
集
中
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
い
か
に
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
い
る
。

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

観
光
D
M
O
補
助
金
は
ど
の

要
綱
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
補

助
率
で
交
付
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

小
林
市
商
工
、
観
光
等
振

興
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ

き
、
令
和
６
年
度
は
、
事
業
費

約
５
１
６
７
万
円
の
う
ち
、
約

４
７
７
０
万
円
（
自
主
財
源
を
除

く
）
を
全
額
補
助
し
て
い
る
。　

　
　
「
肉
丼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

経
済
効
果
・
費
用
対
効
果
は
。

　
　

16
店
舗
が
参
加
し
、
約

１
７
６
４
万
円
の
売
上
が
あ
っ

た
。
事
業
全
体
の
費
用
対
効
果
は

ま
だ
検
証
し
て
い
な
い
。
見
え
て

き
た
課
題
を
含
め
、
今
後
検
証
し

て
い
く
。

　　
　

人
口
減
少
対
策
に
向
け
た

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
体
制
は
。

　
　
「
て
な
ん
ど
小
林
総
合
戦
略
」

に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
課
が

進し
ん
ち
ょ
く

捗
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
部

長
を
主
体
と
す
る
行
政
経
営
会
議

や
、
担
当
課
の
主
幹
・
担
当
者
間

で
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
行
っ

て
い
る
。

　
　

対
策
を
ど
う
す
る
の
か
、
知

恵
を
出
し
合
う
仕
組
み
や
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
分
科
会
の
よ
う
な
推
進

体
制
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

地方創生政策の転換を

観光ＤＭＯ費用対効果

安
心
し
子
育
て
で
き
る
環
境
を

住民と作る人口減少対応の計画を

観光誘致の起爆剤となるか

問答

答 問

問

問答

答

答

82025/6 はなみずき

問

答

補
助
金
の
妥
当
性
検
証

問

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

意

意持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

新
しんせいかい

生会

能
の せ

勢 誠
まこと

 議員

日
にほんきょうさんとう

本共産党

 大
おおさこ

迫 みどり 議員

　
　

　
　

　
　

本
市
の
２
０
１
８
年
の
地◇
豆
辞
典域

経
済
循
環
率
は
73
・
９
%
。
一
次

産
業
の
強
み
を
活
か
し
た
６
次
産

業
化
や
農
商
工
連
携
の
考
え
は
。

　
　

小
林
市
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
推

進
協
議
会
で
新
商
品
開
発
か
ら
販

路
開
拓
・
拡
大
ま
で
一
貫
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
　

廉
価
な
農
畜
産
物
の
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
に
も
、
地
元
に

も
っ
と
加
工
場
が
あ
る
と
売
上
げ

は
伸
び
る
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

　
　

持
続
可
能
な
農
畜
産
業
の
振

興
に
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
積
極
的
な
誘
致
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　

　
　

本
年
４
月
か
ら
入
札
制
度
が

変
わ
っ
た
経
緯
は
。

　
　

一
般
競
争
入
札
対
象
の
土
木

工
事
設
計
金
額
を
、
５
０
０
０
万

円
以
上
か
ら
２
０
０
０
万
円
以
上

に
引
き
下
げ
た
。
公
正
性
・
透
明

性
・
客
観
性
を
図
り
、
地
元
建
設

業
の
持
続
的
発
展
と
地
域
経
済
発

展
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。

　
　

今
後
の
方
針
は
。

　
　

物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢

の
変
化
等
に
よ
る
国
や
他
自
治
体

の
状
況
等
も
注
視
し
な
が
ら
、
よ

り
適
正
な
入
札
執
行
に
努
め
て
い

く
。

　
　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
現
状

と
今
後
の
対
策
は
。

　
　

会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
団

体
の
多
く
は
、
会
員
の
高
齢
化
が

要
因
。
子
育
て
支
援
な
ど
の
団
体

は
会
員
が
増
加
し
て
い
る
。
対
策

と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

様
々
な
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
民
の
理
解
促
進
や
団
体
へ
の
活

動
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　　
　

　
　

基
本
理
念
と
市
民
の
権
利
、

責
務
を
市
長
の
言
葉
で
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
。

　
　

お
互
い
に
相
手
の
こ
と
を
思

い
や
っ
て
前
に
進
め
る
こ
と
、
相

手
の
考
え
に
寄
り
添
う
よ
う
に
手

を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思

う
。

　
　

　
　

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
若

い
職
員
は
、
ア
イ
デ
ア
も
知
恵
も

あ
り
、
行
動
力
も
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
手
を
取
り
、
足
並

み
を
そ
ろ
え
、
半
歩
ず
つ
で
よ
い

の
で
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　

はなみずき№ 739

まちづくりと共生社会

地元加工場で働く従業員

問

問答 問 答

答 問

答

小
林
市
の
稼
ぐ
力

稼ぐ力を確かなものに

答 問

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

問答

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
理
念

意

小
林
市
の
入
札
制
度

立
りっしんかい

新会

松
まつみね

嶺 勇
ゆういち

一 議員

　立
りっしんかい

新会　

有
あ り き

木 将
しょうご

吾 議員

小林の福祉を担う社会福祉センター

お
し
え
て

こ
す
モ
～

地
域
経
済
循
環
率
と
は
、
地
域
の

お
金
が
ど
れ
だ
け
地
域
内
で
回
っ

て
い
る
か
を
表
す
数
値
。
１
０
０

%
に
近
い
ほ
ど
地
域
経
済
の
自
立

度
が
高
い
と
言
え
る
。

豆
辞
典



　
　

　
　

　
　

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
、
除
外
申
請
の
提
出

件
数
は
。

　
　

２
年
間
で
問
合
せ
２
件
、
除

外
申
請
提
出
は
１
人
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

高
校
生
へ
の
周
知
は
。

　
　

広
報
こ
ば
や
し
と
市
の
Ｈ
Ｐ

で
周
知
し
て
い
る
。

　
　

延
岡
市
で
は
個
人
あ
て
に
郵

送
で
知
ら
せ
た
結
果
、
申
請
が
前

年
の
１
人
か
ら
１
５
０
人
に
増
え

た
。
本
市
で
も
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
個
人
へ
の
周

知
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

当
の
本
人
が
知
ら
な
い
ま
ま

個
人
情
報
を
外
へ
出
す
べ
き
で
は

な
い
。

　
　

　
　

　
　

行
為
者
か
ら
、
不
適
切
な
言

動
を
し
た
理
由
を
聞
い
た
か
。  

　
　

か
つ
て
の
上
司
と
部
下
の
関

係
で
も
あ
る
の
で
、
通
常
か
ら
そ

う
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
も
の

と
思
う
。

　
　

な
ぜ
市
長
か
ら
議
場
な
ど
公

の
場
で
の
一
言
が
な
か
っ
た
の

か
。

　
　

抗
議
文
で
は
、
再
発
防
止
策

と
、
し
か
る
べ
き
措
置
を
取
る
こ

と
の
２
点
で
い
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

　
　

こ
れ
は
個
人
対
個
人
の
問
題

で
は
な
い
。
抗
議
文
を
受
け
取
っ

た
場
で
厳
重
に
注
意
し
た
と
言
う

が
、
二
元
代
表
制
の
意
義
を
き
ち

ん
と
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

　

　
　

　
　

　
　

過
去
15
年
で
約
６
６
０
０
人

の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
が
、
令

和
５
年
度
の
市
税
は
、
10
年
前
と

比
べ
て
約
６
億
３
０
０
０
万
円
増

え
て
い
る
。
市
税
の
う
ち
、
固
定

資
産
税
が
大
き
く
増
え
た
要
因

は
。

　
　

物
価
高
騰
に
よ
り
新
規
取
得

の
家
屋
や
償
却
の
評
価
額
の
上

昇
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
増
な
ど

に
加
え
、
収
納
率
が
上
昇
し
た
た

め
。

　
　

市
民
税
が
増
え
た
理
由
は
。

　
　

給
与
所
得
者
が
１
０
０
０
人

ほ
ど
増
え
、
収
納
率
が
上
昇
し
た

た
め
。

　
　

財
政
計
画
で
は
市
税
は
減
少

す
る
と
予
測
し
て
い
る
が
、
試
算

の
根
拠
は
。

　
　

　
　

将
来
の
人
口
推
移
等
に
よ
り

推
計
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を

予
測
し
、
緩
や
か
に
税
収
が
減
少

し
て
い
く
と
見
込
ん
だ
。　
　

　
　

現
在
の
区
・
組
の
加
入
率
を

考
え
る
と
、
行
政
は
維
持
・
存
続

対
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
。　

　
　

時
代
に
即そ
く

し
た
区
の
在
り
方

を
検
討
し
支
援
を
行
う
。

　
　

区
長
は
充あ

て
職
と
し
て
の
業

務
が
多
く
、
負
担
が
大
き
い
。
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
は
図
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
　

各
課
が
依
頼
し
て
い
る
業
務

量
を
調
査
し
、
区
の
在
り
方
検
討

部
会
に
お
い
て
負
担
軽
減
の
検
討

を
行
う
。

人口減少と税と組加入

本人の知らないうちに

組加入で成り立つ公民館事業

高校生はほとんど知らなかった

問答

問答

問答

答 問
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職
員
の
公
用
車
に
よ
る
交
通

事
故
件
数
と
再
発
防
止
対
策
は
。

　
　

事
故
件
数
は
、
令
和
４
年
度

３
件
、
５
年
度
６
件
、
６
年
度
８

件
。
小
林
警
察
署
か
ら
講
師
を
招

き
、
職
員
を
対
象
と
し
た
法
令
講

習
会
を
令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。

　
　

元
職
員
の
加
重
収
賄
事
件
に

お
け
る
市
長
の
管
理
監
督
責
任

は
。

　
　

最
高
責
任
者
で
あ
り
、
全
職

員
に
対
し
再
発
防
止
と
、
特
定
の

業
者
と
の
付
き
合
い
を
し
な
い
よ

う
伝
達
し
た
。

　
　

副
市
長
の
議
員
に
対
す
る
問

題
発
言
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
も

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
が
。

　
　

市
民
の
皆
様
に
大
変
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
、
深
く
反
省
し

て
い
る
。

　
　

　
　

市
長
の
任
命
責
任
を
ど
う
考

え
る
か
。

　
　

任
命
責
任
者
と
し
て
厳
重
に

注
意
し
、
再
発
防
止
に
努
め
、
市

政
発
展
に
努
め
て
い
く
。

　
　

　
　

市
民
か
ら
通
信
状
態
が
よ
く

な
い
と
の
意
見
が
あ
る
が
。

　
　

そ
の
都つ

ど度
状
況
を
確
認
し
、

適
切
に
対
応
し
て
い
る
。
要
因
と

し
て
、
認
証
に
係
る
問
題
で
あ
っ

た
り
、
利
用
者
の
端
末
の
問
題
と

考
え
ら
れ
る
も
の
が
複
数
あ
っ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

 はなみずき№ 7311

市の FREE　Wi-Fi

問答答答

問答

　
　

副
市
長
に
よ
る
議
員
へ
の
威

圧
行
為
は
、
発
言
権
の
侵し
ん
が
い害
で
あ

り
、
制
度
上
の
対
等
性
を
否
定
す

る
。
副
市
長
へ
の
処
分
が
「
厳
重

注
意
」
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
二
元

代
表
制
の
危
機
で
は
な
い
か
。

　
　

副
市
長
に
は
不
適
切
な
言
動

が
あ
っ
た
た
め
厳
重
注
意
を
行
っ

た
。
車
の
両
輪
の
ご
と
く
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
市
政
発
展
に
尽
く

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

二
元
代
表
制
と
は
、
市
民
の

信
託
を
受
け
た
二
つ
の
独
立
機
関

が
お
互
い
に
監
視
と
協
力
の
関
係

を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
政
運

営
に
お
け
る
民
主
的
正
当
性
と
説

明
責
任
を
担た
ん
ぽ保
す
る
制
度
。
そ
れ

を
「
か
つ
て
の
上
司
と
部
下
」
と

い
う
関
係
を
持
ち
出
す
市
長
の
説

明
は
、
制
度
理
解
の
根
本
を
誤
る

も
の
で
は
な
い
か
。
看か
ん
か過

で
き
な

い
。

　
　

　
　

　
　

都
市
計
画
税
は
平
成
21
年
に

「
段
階
的
廃
止
」
と
答
申
が
示
さ

れ
た
が
、
未
だ
見
直
さ
れ
て
い
な

い
。
過
去
の
一
般
質
問
か
ら
５
年

が
経
過
し
た
が
、
検
討
や
準
備
は

進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
。

　
　

物
価
高
騰
が
収
ま
る
気
配
が

な
く
、
よ
り
厳
し
い
状
況
。
こ
の

よ
う
な
時
期
に
大
き
な
変
化
の
判

断
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て

お
り
、
適
切
な
時
期
に
判
断
し
進

め
て
い
く
。

　
　

市
民
の
声
が
長
年
放
置
さ
れ

て
お
り
、
廃
止
・
見
直
し
の
議
論

を
早
急
に
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

　
　 都

市
計
画
税
の
見
直
し
は

都市計画税廃止に期待

問答 人
口
減
少
と
税
の
相
互
関
係

答 問

答 問

市
W
iｰ

F
i（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）

問答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

市長の管理監督責任は

問問

問 答

答

【
組
】
加
入
と
区
の
業
務

答答 問

18
歳
・
22
歳
の
個
人
情
報
保
護

意

議
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題

意

意

意

30

問問

日
にほんきょうさんとう

本共産党

橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員

立
りっしんかい

新会

小
お が わ

川 真
まこと

 議員

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会

野
の だ

田 利
としのり

典 議員

新
しんせいかい

生会

前
ま え だ

田 隆
たかひろ

博 議員

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀
◀

副市長による問題言動

問答
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今年も 6 月に市内小学校の 6 年生の皆さんが議場見学・議会傍聴に来てくれました。
子どもたちが書いた感想文をＱＲコードから読むことができます。

はなみずき№ 7313

議 場 見 学 議 会 傍 聴／

 1 組
感想文
　▼

 2 組
感想文
　▼

 3 組
感想文
　▼

感想文
　▼

西小林小
感想文

▼

三
松
小
学
校　

３
ク
ラ
ス　

88
名

　
（
６
月
５
日
）

 1 組
感想文
　▼

 2 組
感想文
　▼

 3 組
感想文
　▼

 1 組
感想文
　▼

 2 組
感想文
　▼

小林市議会では、条例に基づき「政務活動費」を各会派に交付しています。

　「政務活動費」とは、議員の調査研究等の活動に必要な経費のことです。

　例えば、先進的自治体の取組の調査、市民の声を聞くためのアンケートや会議開催、必要な資料

等の購入や研修会の受講などに使われています。

交付目的：議会議員の調査研究その他の活動に資するための経費として交付

交付額：１人当たり　月額１万５千円（年額１８万円）

令和 6 年度政務活動費の実績を報告します

科目

会派名

総計

立新会
創生

こばやし
日本共産党

北霧島

政新会
新生会 立憲民主党 公明党

貴嶋 憲太郎 原 勝信 大迫 みどり 髙野 良文 能勢 誠 竹内 龍一郎 鎌田 豊数

押領司 剛 永野 雅己 橋本 律子 野田 利典 前田 隆博

有木 将吾 吉藤 洋子

松嶺 勇一 舞田 重治

小川 真 金松 勲

堀 研二郎

政務活動費
交付金（Ａ） 1,080,000 900,000 360,000 360,000 360,000 180,000 180,000 3,420,000

調査研究費 114,420 114,420

研修費 920,660 898,592 66,000 241,795 290,340 29,000 155,500 2,601,887

広報費 79,200 128,085 71,530 1,936 280,751

広聴費 17,879 17,879

要望・陳情
活動費 0

会議費 0

資料作成費 40,776 40,776

資料購入費 10,200 1,408 107,260 3,785 79,470 14,780 216,903

人件費 0

事務所費 0

支出実績額 1,010,060 900,000 360,000 360,000 290,340 180,000 172,216 3,272,616

交付確定額
（Ｂ） 1,010,060 900,000 360,000 360,000 290,340 180,000 172,216 3,272,616

返還額
（Ａ－Ｂ） 69,940 0 0 0 69,660 0 7,784 147,384

執行率（％）
（Ｂ／Ａ） 93.52 100.00 100.00 100.00 80.65 100.00 95.68 95.69

■令和 6 年度政務活動費の実績報告
（単位：円）

　使い方については、使途基準や留意事項などを細かく決めて支出しています。　

　また、収支報告書には全ての領収書を添付して、５年間保管しています。

　詳細は右の QR コードから、小林市議会「政務活動費」のページをご覧ください。

　（※）残余金はすべて市に返還済みです。

使途の透明性

※

南
小
学
校　

２
ク
ラ
ス　

46
名

　
（
６
月
９
日
）

西
小
林
小
学
校
・
幸
ヶ
丘
小
学
校　

34
名

　
（
６
月
12
日
）

細
野
小
学
校　

38
名

　
（
６
月
10
日
）

小
林
小
学
校　

３
ク
ラ
ス　

77
名

　
（
６
月
２
日
）

幸ヶ丘小
感想文

▼
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～
市
指
定
有
形
文
化
財　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

     

穂ほ

や

し

た

屋
下
古こ
せ
き石
塔と
う

群ぐ
ん

～

参
考
文
献
：
小
林
市
史
・
小
林
市
の
文
化
財　

　
　
　
　
　
　
　

ガ
イ
ド
用
資
料
集　

増
補
版

　
　
　
（
小
林
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）

取
材
・
編
集
：
野
田　

利
典
／
貴
嶋　

憲
太
郎

穂屋下古石塔群　案内柱

語
り
継
ぐ
小
林
の
歴
史

　

水つ
る
ざ
こ

流
迫
地
区
に
あ
る
穂
屋
下
古

石
塔
群
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町

時
代
末
期
ま
で
、
遠と
お
み
ば
ん
し
ょ

見
番
所
と
し

て
引
き
継
が
れ
た
幹か
ん
ぶ
き
ゅ
う
ば
ん
ぺ
い

部
級
番
兵

（
見
張
り
を
す
る
兵
）
で
あ
る
武

家
一
族
の
供く
よ
う
と
う

養
塔
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
見
番
所
と
は
戦
国
時
代
、
戦

い
に
備
え
て
敵
を
い
ち
早
く
発
見

し
て
通
報
す
る
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
こ
の
場
所
は
小
林
原
地
区
の

東
端
に
位
置
し
、
市
内
東
南
部
を

一
望
で
き
る
た
め
、
こ
こ
に
置
か

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ 

41

　

明
治
12
年
頃
、こ
の
土
地
を「
穂

屋
下
十
二
人
組
」
が
開か
い
で
ん田
し
た
際

に
、
古
石
塔
の
残ざ
ん
け
つ欠
（
一
部
分
が

欠
け
て
い
て
不
完
全
な
も
の
）
が

多
数
出し
ゅ
つ
ど土

し
た
と
記
録
に
残
っ
て

い
ま
す
。
の
ち
に
そ
の
付
近
を
開

田
し
た
前ま
え
は
ら原
兄
弟
の
手
で
さ
ら
に

掘
り
出
さ
れ
、
そ
れ
を
教
育
委
員

会
が
昭
和
53
年
４
月
に
、
南
九
州

古
石
塔
研
究
会
の
黒く
ろ
だ
き
よ
み
つ

田
清
光
氏
の

指
導
を
受
け
、
整
備
し
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
古
石
塔
群
は
、

平
成
２
年
３
月
に
小
林
市
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
古

石
塔
群
を
通
し
て
、
小
林
市
の
歴

史
を
今
一
度
探た
ん
ぼ
う訪
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

穂屋下古石塔群　アクセスマップ

古石塔

傍聴アンケートやお便り、読者モニターの方から寄せられた意見・ご要望を
ピックアップして回答いたします！

市民の声

Q2. はなみずき読者モニターの年

齢配分は配慮していますか？高齢

者のモニターの割合が少ないのは

なぜですか？

A. 昨年は高校生議会等の主権者教育に力を入れた経緯もあり、若

い世代に市議会のことをもっと理解してもらって同世代の方々に広

めてもらえたらという思いで高校生モニターの枠を増やしたところ

です。幅広い世代から読者モニターを選考するために一般公募もし

ていますが、ご指摘の件も踏まえて次回に生かしていきます。

Q3. 議会の配信動画にチャプター

があると長い動画が見やすいで

す。

A. ご提案ありがとうございます。動画をチャプター（章）に分割

することで見やすくなるというご意見だと思います。他自治体の事

例も参考にしながら、皆様が見やすい動画の編集に努めてまいりま

す。

Q4. 軽トラックの貸し出し制度が

あると粗大ごみや剪定木等のごみ

搬入の際に助かると思います。

A. いただいたご意見は、市生活環境課や所管の市民厚生委員会に

もお伝えしました。なお、市では、高齢者の一人暮らし等の条件は

ありますが、粗大ごみの個別収集を行っております。詳しくは、「ご

み分別虎の巻」もしくは市清掃工場（TEL24-0959）まで。

Q6. 高校生議会は録画配信も観れ

たので、高校生の率直な意見が聴

けて興味深かったですし、意見の

内容は、そのまま市の問題・課題

となるものもたくさん含まれてい

ました。

A. 初めての開催でしたが、高校生ならではの目のつけどころや提

案もあり、驚かされるとともに、とても頼もしく感じました。今年

度も開催へ向けて協議を進めています。

Q1. 区・組への加入をもっと話し

合ってもらいたい。

A. 議会傍聴ありがとうございました。市議会では毎年、区長会と

地区の現状や課題などについて、意見交換会を行っております。ま

た、６月議会でも複数の議員が、区・組の問題を一般質問で取り上

げました。

今回もたくさんのご意見をい

ただきました。広報広聴委員

会では、掲載できなかったご

意見も含め、全てのはがきや

アンケートに目を通しており、

対応や改善ができるところは

ないかを協議しています。

Q5. 副市長の件が新聞等で問題に

なっていましたが、議会としてど

のような対応をされたのですか。

A. 副市長による議員への不適切な言動に対しては、議会の総意に

より、議長が市長に抗議文を提出しました。これを受け、市長は副

市長に対し厳重注意を行うとともに、再発防止に努めるとしました。

～傍聴アンケート～

～はがき～

～読者モニター～

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。
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議員の 地域を助ける
　　　　存在となれ！

　現在、細野地区では、歩いて行ける買い物施設がほとんど無
い状況です。そこで、この施設がオープンして、少しでも地域
の人々の助けになれば良いし、なると思っています。地域住民
の期待の星となってほしいです。

編 集 後 記
　新体制となりました！（P3）
思わず手に取って読みたくなる日本一の議会
だよりを目指します。
読者モニターさんも大活躍！
小林市議会公式 YouTube チャンネルの登録
もよろしくお願いします！
　　　 広報広聴委員会 委員長　堀　研二郎

◆次の９月定例会（予定）は

◎定例会の「本会議」はライブ配信し
ています。インターネット検索または
ＱＲコードからアクセスしてご覧くだ
さい。

小林市議会　動画配信 検索

議会
中継

 開 会 日

一般質問

議案質疑

 閉 会 日

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

･･･９月１日（月）

･･･９月３日（水）～８日（月）

･･･９月 10 日（水）～ 11 日（木）

･･･ 9 月 30 日（火）

お詫びと訂正
　前号の「はなみずき No.72」16 ページ中「鎌田議員のイチオシ !!」において、取材した団体の名称に誤りがありました。
正しくは「宮崎こばやし熱中小学校」です。大変ご迷惑をおかけしましたことを、お詫びして訂正いたします。

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ
◀

　現在、細野まちづくり協議会では、「地域に買い物ができる
商店が減少している」という地域の課題を解決するために、日
用品や駄菓子の販売のほか、惣菜等の加工場も併設した施設の
整備を進めています。同協議会は、県のモデル事業の採択を受
けており、今年度中のオープンを予定しています。地域の子ど
もたちにも愛着を持ってもらえるよう、小・中学生から店舗名 

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録

は
こ
ち
ら
◀

小
林
市
議
会

新
体
制
動
画

は
こ
ち
ら
◀

イチオシ !!

細野さくら商店外観

を募集し、　　　　　　　　　　という名称に決定しました。
　誰もが気軽に集える施設を目指しており、いずれは買い物が
困難な方のための移動販売も検討しているということです。

『　　　　』

464

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和9 年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名(イニシャルまたはペンネームでも可）

ふりがな

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 73　2025.6 月議会号）


